
非上場会社での少数株主対策のエッセンス
～顧問先会社が買取請求された場合の対応～

1
�
敵
対
的
少
数
株
主
問
題
が
急
増
し
て
い
る
背

景
と
問
題
点

顧
問
先
会
社
に
お
い
て
、
株

主
が
分
散
し
て
し
ま
っ
て
お

り
、
対
応
を
相
談
さ
れ
る
税
理

士
も
増
え
て
き
て
い
る
。
い
わ

ゆ
る
少
数
株
主
か
ら
買
取
り
の

請
求
を
さ
れ
、
顧
問
弁
護
士
が

い
な
い
会
社
で
は
わ
れ
わ
れ
税

理
士
に
相
談
を
持
ち
込
ま
れ
る

こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
平
時
に

対
応
策
を
考
え
て
お
か
ね
ば
な

ら
な
い
。

特
に
昨
今
少
数
株
主
か
ら
株

式
を
買
い
取
る
事
業
者
が
広
告

宣
伝
を
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

事
業
者
に
売
り
た
い
と
い
う
相

談
が
多
く
な
っ
て
い
る
。
こ
れ

ら
の
事
業
者
が
問
題
で
あ
る
と

い
う
こ
と
で
は
な
い
が
、
本
稿

で
は
顧
問
先
会
社
の
立
場
に
立

っ
て
論
じ
る
の
で
、
少
数
株
主

か
ら
買
取
り
を
ビ
ジ
ネ
ス
と
し

て
い
る
方
を
買
取
事
業
者
等
と

称
さ
せ
て
い
た
だ
く
の
で
ご
容

赦
願
い
た
い
。

2
�
会
社
法
の
原
則
と
株
式
の
権
利
の
整
理

⑴

株
式
譲
渡
自
由
の
原
則
と

譲
渡
制
限
株
式

株
主
は
、
原
則
と
し
て
株
式

を
自
由
に
譲
渡
す
る
こ
と
が
で

き
る
（
会
社
法
1
2
7
条
）。

た
だ
し
、
同
族
会
社
の
よ
う
な

小
規
模
な
閉
鎖
会
社
の
場
合
、

会
社
に
と
っ
て
好
ま
し
く
な
い

者
を
株
主
か
ら
排
除
し
た
い
要

望
が
あ
り
、
定
款
で
株
式
に
譲

渡
制
限
を
付
す
こ
と
が
認
め
ら

れ
て
い
る
（
譲
渡
制
限
株
式

（
会
社
法
2
条
17
号
））。

譲
渡
制
限
株
式
は
、
譲
渡
等

に
よ
る
取
得
（
特
定
承
継
）
に

つ
い
て
承
認
を
必
要
と
す
る
だ

け
で
、
譲
渡
等
に
よ
る
取
得
に

該
当
し
な
い
相
続
・
合
併
等
の

一
般
承
継
に
つ
い
て
は
承
認
が

要
求
さ
れ
な
い
。
一
般
の
経
営

者
は
譲
渡
制
限
が
付
い
て
い
れ

ば
、
譲
渡
が
で
き
な
い
と
誤
解

を
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
顧

問
税
理
士
と
し
て
は
、
十
分
に

説
明
し
、
リ
ス
ク
を
理
解
し
て

も
ら
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と

考
え
る
。

会
社
に
と
っ
て
好
ま
し
く
な

い
者
を
排
除
し
た
い
と
い
う
要

望
は
、
会
社
法
で
は
定
款
変
更

で
譲
渡
制
限
株
式
の
一
般
承
継

人
に
対
す
る
売
渡
請
求
制
度
を

認
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て

い
る
（
会
社
法
1
7
4
条
）。

⑵

少
数
株
主
は
何
が
で
き
る

の
か
（
主
な
少
数
株
主
権
）

少
数
株
主
で
も
会
社
法
で
は

主
に
は
次
の
よ
う
な
権
利
を
保

有
し
て
い
る
。

株
主
の
議
題
提
案
権
（
総
株

主
の
議
決
権
の
1
％
ま
た
は
議

決
権
3
0
0
個
以
上
）、
株
主

総
会
検
査
役
選
任
請
求
（
総
株

主
の
議
決
権
の
1
％
以
上
）、

会
計
帳
簿
閲
覧
・
謄
写
請
求
権

（
総
株
主
の
議
決
権
の
3
％
ま

た
は
発
行
済
株
式
の
株
式
3
％

以
上
）、
業
務
財
産
検
査
役
選

任
請
求
（
総
株
主
の
議
決
権
の

3
％
ま
た
は
発
行
済
株
式
の
株

式
3
％
以
上
）、
株
主
総
会
招

集
権
（
総
株
主
の
議
決
権
の
3

％
以
上
）、
株
主
代
表
訴
訟
。

特
に
会
計
帳
簿
閲
覧
権
を
行

使
し
て
、
会
社
の
帳
簿
か
ら
法

令
定
款
に
反
す
る
よ
う
な
行
為

が
な
さ
れ
て
い
な
い
か
、
詳
細

に
チ
ェ
ッ
ク
さ
れ
る
と
、
会
社

側
と
し
て
は
た
い
へ
ん
面
倒
で

あ
り
、
も
し
か
す
る
と
問
題
点

が
出
て
く
る
か
も
し
れ
な
い
と

い
う
懸
念
が
あ
る
。

3
�
譲
渡
制
限
株
式
の
譲
渡
等
承
認
請
求
手
続
き

譲
渡
等
承
認
手
続
き
で
の
留

意
事
項
は
以
下
の
よ
う
な
こ
と

が
あ
る
。

⑴

決
定
内
容
の
通
知
と
み
な

し
承
認

譲
渡
先
等
を
不
承
認
と
す
る

場
合
に
は
そ
の
旨
を
通
知
す

る
。
譲
渡
等
承
認
請
求
の
日
か

ら
2
週
間
以
内
に
そ
の
旨
を
通

知
し
な
か
っ
た
と
き
は
承
認
し

た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
（
会
社

法
1
4
5
条
1
号
）。
問
題
は

非
公
開
会
社
に
お
け
る
株
主
総

会
・
取
締
役
会
の
招
集
は
、
原

則
と
し
て
開
催
1
週
間
前
ま
で

に
行
う
こ
と
が
必
要
で
あ
り

（
会
社
法
2
9
9
条
1
項
、
会

社
法
3
6
8
条
1
項
）、大
変
タ

イ
ト
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
な

る
。
対
応
が
遅
れ
る
と
、
買
取

事
業
者
等
が
株
主
と
な
り
、
少

数
株
主
権
の
行
使
等
を
通
じ

て
、
会
社
経
営
に
対
し
て
影
響

力
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
る
。

⑵

不
承
認
通
知
と
暫
定
的
な

買
取
代
金
の
供
託

譲
渡
の
不
承
認
の
通
知
前

（
ま
た
は
同
時
）
に
、
会
社
は

暫
定
的
な
買
取
代
金
を
供
託
の

上
、
供
託
を
証
明
す
る
書
面

（
供
託
書
正
本
な
ど
）
を
交
付

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
会
社

法
1
4
1
条
2
項
）。
こ
の
供

託
金
額
は
「
一
株
当
た
り
純
資

産
額
×
対
象
株
式
数
」（
会
社

法
1
4
1
条
2
項
、
1
4
2
条

2
項
）
で
最
終
事
業
年
度
の
も

の
を
利
用
し
（
同
施
行
規
則
25

条
）、
簿
価
純
資
産
額
で
算
出

す
る
が
簡
単
に
供
託
で
き
る
金

額
で
は
な
い
こ
と
も
多
い
。

⑶

売
買
価
格
の
協
議

原
則
と
し
て
売
買
価
格
は
、

会
社
ま
た
は
指
定
買
取
人
と
譲

渡
等
承
認
請
求
者
と
の
協
議

（
会
社
法
1
4
4
条
1
項
）
と

な
る
が
、
協
議
に
よ
り
合
意
で

き
な
い
場
合
に
は
、
当
事
者
は

買
取
り
の
通
知
が
あ
っ
た
日
か

ら
20
日
以
内
に
裁
判
所
に
対
し

て
、
売
買
価
格
の
決
定
の
申
立

て
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
（
会

社
法
1
4
4
条
2
項
）。

⑷

譲
渡
承
認
の
定
款
対
策

株
主
総
会
・
取
締
役
会
は
、

原
則
1
週
間
前
に
開
催
招
集
通

知
発
送
が
必
要
で
あ
る
が
、
開

催
ま
で
に
時
間
が
か
か
っ
て
し

ま
う
の
で
、
対
応
策
の
ひ
と
つ

と
し
て
、
定
款
で
株
主
総
会
・

取
締
役
会
の
招
集
手
続
き
を
短

縮
す
る
方
法
が
あ
る
。
ま
た
譲

渡
承
認
請
求
は
当
該
会
社
所
定

の
書
面
に
よ
ら
ね
ば
な
ら
な
い

と
し
て
お
け
ば
、
書
面
が
請
求

さ
れ
れ
ば
譲
渡
承
認
請
求
が
あ

る
こ
と
が
察
知
で
き
る
。

4
�
裁
判
所
価
額
の
非
公
開
会
社
の
株
式
の
時
価

評
価

⑴

少
数
株
主
か
ら
の
買
取
請

求
の
問
題
点
〜
買
取
価
格
の
算

定
〜裁

判
所
へ
買
取
価
格
の
決
定

の
申
し
立
て
が
な
さ
れ
た
場
合

に
は
裁
判
所
等
（
売
り
手
・
買

い
手
も
含
む
）
は
株
式
鑑
定
人

に
株
価
鑑
定
を
依
頼
す
る
こ
と

に
な
る
。
こ
の
株
式
鑑
定
価
額

が
ど
の
よ
う
な
金
額
に
な
る
か

は
、
鑑
定
機
関
に
よ
っ
て
相
違

す
る
の
で
正
確
な
予
想
が
で
き

な
い
。

⑵

裁
判
例
に
よ
る
大
ま
か
な

傾
向本

稿
は
少
数
株
主
か
ら
の
譲

渡
等
承
認
請
求
を
中
心
と
し
て

い
る
と
こ
ろ
、
評
価
方
式
の
う

ち
採
用
が
比
較
的
多
く
み
ら
れ

る
の
は
純
資
産
法
と
配
当
還
元

法
で
あ
る
。

①

Ｄ
Ｃ
Ｆ
：
配
当
還
元
（
ゴ

ー
ド
ン
）
1
：
1
（
広
島
地
決

平
成
21
年
4
月
22
日
）

②

配
当
還
元
：
純
資
産
（
再

調
達
価
額
）
：
Ｄ
Ｃ
Ｆ

25
：

25
：
50
（
札
幌
高
決
平
成
17
年

4
月
26
日
）

③

Ｄ
Ｃ
Ｆ
：
純
資
産
（
再
調

達
価
額
）
：
配
当
還
元

0
・

35
：
0
・
35
：
0
・
3
（
東
京

地
決
平
成
26
年
9
月
26
日
）

担
当
税
理
士
と
し
て
は
裁
判

所
へ
決
定
申
立
が
あ
っ
た
場
合

に
は
上
記
の
よ
う
な
傾
向
が
あ

る
こ
と
を
会
社
に
説
明
し
、
裁

判
所
に
行
く
前
に
手
立
て
が
な

い
か
を
考
慮
し
て
も
ら
う
こ
と

も
方
法
で
あ
る
。

5
�
発
行
法
人
が
取
得
し
た
場
合
の
問
題
点

違
法
な
手
続
に
よ
る
自
己
株

式
の
取
得
の
効
果
は
、（
原
則

と
し
て
）
無
効
（
最
高
裁
昭
和

43
年
9
月
5
日
判
決
）
で
あ

る
。
違
法
な
手
続
に
よ
る
自
己

株
式
の
取
得
に
関
与
し
た
取
締

役
等
に
は
、
刑
事
罰
（
5
年
以

下
の
懲
役
若
し
く
は
5
0
0
万

円
以
下
の
罰
金
ま
た
は
併
科
）

（
会
社
法
9
6
3
条
5
項
1

号
）
が
あ
り
、
取
締
役
は
会
社

に
損
害
が
生
じ
れ
ば
、
賠
償
責

任
（
会
社
法
4
2
3
条
1
項
）

が
生
じ
る
。

財
源
規
制
違
反
の
自
己
株
式

の
取
得
の
効
果
と
し
て
は
、
実

務
上
も
無
効
で
あ
る
こ
と
を
前

提
と
し
て
進
め
た
方
が
よ
い
。

違
法
な
合
意
に
よ
る
自
己
株
式

の
取
得
が
実
務
上
問
題
と
な
る

場
面
と
し
て
は
、
Ｍ
＆
Ａ
で
過

去
の
株
主
総
会
決
議
が
不
存
在

と
さ
れ
問
題
が
顕
在
化
さ
れ

る
。

6
�
自
己
株
式
（
金
庫
株
）
の
低
額
に
よ
る
取
得

と
課
税
関
係
（
み
な
し
贈
与
課
税
等
）

少
数
株
主
対
策
に
お
け
る
合

意
に
よ
る
自
己
株
式
の
低
額
取

得
の
実
務
上
の
留
意
点
と
し
て

は
、
以
下
の
よ
う
な
点
が
あ

る
。

⑴

み
な
し
譲
渡

財
産
評
価
基
本
通
達
上
の
特

例
的
評
価
方
式
で
合
意
で
き
る

場
面
も
多
々
存
在
す
る
が
、
同

族
外
の
少
数
株
主
に
つ
い
て
の

時
価
を
前
提
と
す
れ
ば
、
み
な

し
譲
渡
の
問
題
は
発
生
し
な

い
。
時
価
は
所
得
税
法
59
条
及

び
所
基
通
59‐

6
に
よ
る
と
考

え
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
し
て
、
発
行
法
人
に
つ
い
て

も
資
本
取
引
な
の
で
受
贈
益
は

な
い
と
い
う
の
が
原
則
と
な
っ

て
い
る
。

し
か
し
、
株
式
評
価
で
の
原

則
的
評
価
方
式
が
要
求
さ
れ
る

同
族
株
主
で
は
ど
う
で
あ
ろ
う

か
。
特
に
中
心
的
な
同
族
株
主

か
ら
発
行
法
人
が
買
い
取
る
場

合
に
は
所
基
通
59‐

6
に
よ
り

時
価
で
の
課
税
が
要
求
さ
れ

る
。
低
額
で
の
売
買
は
譲
渡
し

た
同
族
少
数
株
主
に
も
み
な
し

譲
渡
課
税
が
行
わ
れ
る
。
こ
の

違
い
を
十
分
に
把
握
し
て
お
か

ね
ば
な
ら
な
い
。

⑵

み
な
し
贈
与

原
則
的
評
価
方
式
が
採
用
さ

れ
る
支
配
株
主
グ
ル
ー
プ
の
株

主
が
、
発
行
法
人
に
対
し
て
当

該
評
価
額
よ
り
も
低
い
価
額
で

譲
渡
し
た
場
合
に
は
、
残
存
株

主
に
対
し
て
み
な
し
贈
与
（
相

続
税
法
9
条
）
の
問
題
が
生
じ

る
（
相
基
通
9‐

2
）。

7
�
所
在
不
明
株
主
へ
の
対
応

顧
問
先
の
株
主
名
簿
に
所
在

不
明
株
主
が
い
る
場
合
は
、
所

在
不
明
株
式
の
売
却
制
度
を
検

討
す
る
。

会
社
法
上
の
制
度
と
し
て
、

所
在
不
明
株
主
の
株
式
売
却
制

度
（
会
社
法
1
9
7
条
）
と
い

う
も
の
が
存
在
す
る
。
上
場
企

業
が
利
用
す
る
こ
と
が
多
い
制

度
だ
が
、
中
小
企
業
な
ど
の
非

公
開
会
社
に
も
適
用
の
あ
る
制

度
で
、
以
下
の
要
件
を
満
た
す

こ
と
に
よ
り
発
行
法
人
若
し
く

は
会
社
関
係
者
（
持
株
会
も
含

む
）
が
取
得
す
る
こ
と
が
で
き

る
。〈

要
件
1
〉

株
主
に
対
す

る
通
知
・
催
告
が
5
年
以
上
継

続
し
て
到
達
し
な
い
こ
と

〈
要
件
2
〉

継
続
し
て
5

年
間
配
当
を
受
領
し
て
い
な
い

こ
と配

当
を
し
て
い
な
い
会
社
で

あ
っ
て
も
、
株
主
が
「
配
当
を

受
領
し
て
い
な
い
」
と
い
う
こ

と
に
該
当
す
る

8
�
日
常
か
ら
心
が
け
る
こ
と
と
留
意
点

平
時
か
ら
色
々
場
合
を
想
定

し
、
株
式
の
取
得
で
き
る
対
策

を
検
討
し
て
お
く
こ
と
が
重
要

で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か

し
、
対
策
を
し
た
か
ら
と
い
っ

て
、
少
数
株
主
の
相
続
開
始
ま

で
何
も
し
な
く
て
よ
い
と
い
う

こ
と
で
は
な
く
、
少
数
株
主
の

株
式
を
合
意
に
よ
り
取
得
で
き

る
機
会
が
あ
れ
ば
、
取
得
で
き

る
よ
う
に
準
備
は
続
け
て
い
く

必
要
が
あ
る
。

買
取
金
額
に
つ
い
て
、
任
意

の
交
渉
の
段
階
で
は
、
財
産
評

価
基
本
通
達
に
よ
る
相
続
税
評

価
額
は
流
通
時
価
で
は
な
い
が

ひ
と
つ
の
目
安
に
も
な
る
の

で
、
税
理
士
が
交
渉
の
現
場
に

出
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
交

渉
の
た
め
の
ひ
と
つ
の
材
料
と

し
て
示
す
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ

う
。

成田 一正〔日本橋〕

日
本
税
務
会
計
学
会

令
和
6
年
5
月
月
次
研
究
会
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